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第 73回人権週間  12月 4日（土）～12月 10日（金） 

 

 昭和２３年（１９４８年）１２月１０日，国際連合第３回総会において，全ての人民と全ての国とが達成すべ 

き共通の基準として，「世界人権宣言」が採択されました。世界人権宣言は，基本的人権尊重の原則を定 

めたもので，初めて人権保障の目標・基準を国際的にうたった画期的なものです。法務省の人権擁護機関 

では，昭和２４年（１９４９年）から毎年，１２月４日から１２月１０日を「人権週間」と定め，全国的に人権啓発

活動を展開し，人権尊重思想の普及高揚を呼びかけています。 しかし，今なお，新型コロナウイルス感染 

症の感染者等に対する偏見・差別，インターネット上における誹謗中傷，いじめや虐待，外国人や障害の

ある人，ハンセン病元患者やその家族などに対する偏見・差別など，様々な人権問題が依然として存在し

ています。これらの問題を解決し，「誰一人取り残さない」社会を実現するには，私たち一人一人が人権尊

重の重要性を改めて認識し，他人の人権に配慮した行動を取ることが大切ではないでしょうか。 

この機会に，人権について改めて考えてみませんか？ 

―12月 10日～16日は北朝鮮人権侵害問題啓発週間― 

 拉致問題は，我が国の喫緊の国民的課題であり，この解決

を始めとする北朝鮮当局による人権侵害問題への対処が，国

際社会を挙げて取り組むべき課題とされる中、拉致問題につ

いての関心と認識を深めていくことが大切です。 

米子市の松本京子さん(当時 29 歳)は 1977 年 10 月 21 日に拉致さ

れ 44 年を経過します。すでにお母さんは亡くなり、兄の孟さんが

一刻も早い帰国を待って活動されています。                    

 

【鴨中校区人権教育研究協議会社会教育部会研修会・人権啓発研修会(PTA対象) 11月 3日(水)】 

テーマ 「いじめ防止のための人権教育プログラム」 

〇「いじめ過去最多 61万 2,496件、小学校で増加傾向、 

8割の学校で確認、重大事態も急増」【文科省 19年度調査】  

〇いじめはどの子にも、どの学校にも起こり得るもの。誰も

が加害者にも被害者にもなり得る。このことを十分認識し、

学校・家庭・地域が連携していじめ防止に取り組むことが求

められています。 

〇40名の参加者が「わが子を守るためにできることは?」に

ついてワークショップをしました。 

 

 

 



部落解放月間啓発事業 

 

◇被差別部落地名 掲載は違法  東京地裁プライバシー侵害認める◇ 
新型コロナウイルス感染者や原発事故避難者、障がい者・・・。様々な人への差別が後を絶たない 

なか、部落差別の問題が改めて注目されました。それは、９月２７日、被差別部落地名リストを巡る 

訴訟判決で「ウエブサイト(インターネット上)掲載は違法」とした東京地方裁判所判決です。 

これは、被差別部落の地名リストをウエブサイトに掲載し、書籍化するのは「出身者が差別や誹 

謗中傷を受けるおそれがあり、プライバシーを違法に侵害する」として、川崎市の出版社「示現者」 

の宮部龍彦代表らに、該当部分のサイト削除と出版禁止、計約４８８万円の賠償支払いを命じたも 

のです。 

〇人権教育町内個別学習(振り返りシート)のまとめ 

人権教育町内個別学習「自分が介護者・要介護者になったら」に取り組んでいただきました。 

提出された「振り返りシート」には皆様の貴重な体験、感想、意見が寄せられました。今後、人権

教育、福祉活動に活かしたいと思います。なお、各自治公民館ごとに集約したものを公民館長・推

進員に後日お届けします。 


